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精神分析は私になにをもたらしたのでしょうか。 

 

私が精神分析を始めたのは不幸せな恋愛をしたからですが、そのような不幸せな恋愛を、私は連続して

体験していました。そのため、その繰り返されているシナリオを中断したいと望んで、私は分析を始め

ました。 

 

最初の頃、私はいろいろ分析で訴えてみたり告発してみたりしましたが、精神分析はそれらを干上がら

せてくれました。そして語ってきた不幸や告発のなかに、私自身に責任がある部分について、私はかい

ま見ることができるようになりました。フロイトが非常にうまくそう言っているように、です。 

 

私が語ってきたいろいろな話について、想像的な次元のことは、かなり早くしぼみました。そして私の

家族小説（roman familiale）の話によって、戦士の人物像を特定することができました。私がその戦士

に同一化していたのだと理解できましたし、たぶん今もまだ少し同一化しているのかもしれません。そ

のように理解することは、私をそこから引き離す効果がありました。 

 

つぎに「よく言う bien dire」ということに気を配りました。そのおかげで私は、なにか自分の享楽のモ

ードにかかわるものを、捕まえることができました。またそのおかげで、症状としてのパートナーとの

関係をとりしきっている幻想を、分節化（言語化）することもできました。それらの破廉恥な話

（saloperies）ーこれはラカンが用いたシニフィアンですーを語るのは、心地のよいことではありません

でした。でもそれをしてこそ、しまいには、それ、享楽や症状と、うまくやっていくなんらかの術が見

つかるというものです。ですから、やってみる価値があります。 

 


